
記紀と天照の謎を解く





伊瀬神宮の祭神

＊景行二十年 五百野ｲﾎﾉ女ﾋﾒﾐｺ「天照大神を祭らしむ」 
＊雄略元年 𣑥幡姫ﾀｸﾊﾀﾋﾒ皇女ﾋﾒﾐｺ「この皇女、伊勢大神の祠やしろ に侍り」 
＊継体元年(507) 荳角ｻｻｹﾞ皇女 「是伊勢大神の祠まつりに侍り」 
＊欽明二年(533) 磐隈ｲﾜｸﾏ皇女 「初め伊勢大神に侍つかへ祀る。後に皇子茨城ｳﾏﾗｷに姧
をかされて解けぬ」 
＊敏達七年(578) 菟道ｳｼﾞ皇女 「伊勢の祠 に侍らしむ。即ち、池辺皇子に姧をかされぬ。 

事顕れて解けぬ」 
＊用明前紀(585) 酢香手ｽｶﾃ姫皇女「伊勢神宮に拝めして、日神ﾋﾉｶﾐの祀に奉つかへまつ

らしむ」 
＊天武二年(673) 大来ｵﾎｸ皇女「天照太神宮ｵﾎﾐｶﾐﾉﾐﾔに遣し侍らせむとして、泊瀬ﾊﾂｾ斎宮
に居はべらしむ。是は先ず身を潔めて、稍やや に神に近づく所なり」 

伊勢大神⇒ 日の神⇒ 天照大神







日並皇子ﾋﾅﾐﾉﾐｺ尊殯宮ｱﾗｷﾉﾐﾔ之時柿本朝臣人麻呂作歌

天地の 初めの時の 久かたの 天の河原に 八百万
千万神の 神集ひ 神集ひまして 神分ｱｶﾞち 分ちし
時に 天照らす 日女ﾋﾙﾒの命 天をば 知らしめすと
蘆原の瑞穂の国を 天地の 寄り合ひの極み 知らしめ
す 神の命と 天雲の 八重かき別きて 神下し 坐ｲﾏ
せまつりし 高照らす 日の皇子(天智天皇)は 飛ぶ鳥
の 浄ｷﾖの宮に 神ながら 太敷きまして・・・
我が大君 皇子の命(草壁皇子)の 天の下 知らしめし

せば 春花の 貴からんと 望月の 満ﾀﾀﾊしけん
と・・・・







「不改常典」は『日本書紀』の天智天皇のくだりに見

えず、『続日本紀』以降の諸書が引く天皇の詔の中で

言及される。最初は元明天皇の即位詔で、他もすべて

即位詔か、即位詔の中で引用される前天皇の譲位詔の

中に現れる。しかしすべての即位詔が不改常典に触れ

るわけではない。どの詔もその具体的内容を示さず、

前天皇の即位と統治は不改常典によるものだ、不改常

典に従って皇位を伝えよ、天智天皇が定めた法に従っ

て皇位につけ、といった文脈で伝えられる。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%99%BA%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B6%9A%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E6%98%8E%E5%A4%A9%E7%9A%87








日並皇子ﾋﾅﾐﾉﾐｺ尊殯宮ｱﾗｷﾉﾐﾔ之時柿本朝臣人麻呂作歌

天地の 初めの時の 久かたの 天の河原に 八百万
千万神の 神集ひ 神集ひまして 神分ｱｶﾞち 分ちし
時に 天照らす 日女ﾋﾙﾒの命 天をば 知らしめすと
蘆原の瑞穂の国を 天地の 寄り合ひの極み 知らしめ
す 神の命と 天雲の 八重かき別きて 神下し 坐ｲﾏ
せまつりし 高照らす 日の皇子(天智天皇)は 飛ぶ鳥
の 浄ｷﾖの宮に 神ながら 太敷きまして・・・
我が大君 皇子の命(草壁皇子)の 天の下 知らしめし

せば 春花の 貴からんと 望月の 満ﾀﾀﾊしけん
と・・・・
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